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私の教師生活を支えてくれた児童詩教育の柱が消えてしまうのは、とても残

念なことだ。こどもたちの詩は、いつも蹟いた私を救つて<れた。学級崩壊だ
な、もうだめだ、と思う教室でも、こどもの詩が私を救つてくれた。

現場を離れてもう 10年近くなる。読み聞かせのポランティアで月に一度学
校へ行つているが、教室を覗<と、タブレットを操作している 1年生を見て驚
<。 時代が変わっていくのを黙つてみてい<しかない私だ。
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